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な
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大
山
家
に
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べ

特  

集

大山富生
専務（三男、66歳）

大山健太郎
社長（長男、72歳）
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会
社
を

伸
ば
し
た
い
な
ら

大
山
家
に

学
べ

昨
年
、本
誌
は「
大
山
健
太
郎
の
経
営
道
」を

連
載
し
、読
者
か
ら
好
評
を
博
し
た
。
今
号

で
は
会
社「
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
」の
強
さ
を

深
く
掘
り
下
げ
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
メ

デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
山
社
長

の
弟
た
ち
と
、7
月
か
ら
社
長
を
継
ぐ
長
男

に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
多
面
的
な
取
材
か
ら

見
え
て
き
た
の
は
、他
社
で
は
類
を
見
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
情
報
共
有
の
仕
組
み
だ
っ
た
。
そ

の
象
徴
が
、こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
。
毎
週
、

大
山
家
が
集
ま
る
昼
食
会
な
の
だ
が
、果
た

し
て
目
的
は
│
│
。 

文
／
北
方
雅
人
、久
保
俊
介

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
、

驚
異
の
情
報
共
有
力

大山繁生
常務（四男、64歳）

大山晃弘
取締役（健太郎氏
の長男、39歳。7月 
から社長に）
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「
娘
が
学
校
を
卒
業
し
た
と
か
家
族
の

話
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
会
社
の
人

事
の
話
も
し
た
り
す
る
。
テ
ー
マ
は
決

め
て
い
な
い
。
オ
ー
ナ
ー
家
で
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
が
目
的
」（
大
山
社
長
）。

 
「
先
週
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と（
年

の
若
い
順
に
）話
す
。
人
事
、
海
外
事

業
、
設
備
投
資
か
ら
、
ゴ
ル
フ
の
話
ま

で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
共
有
す

る
」（
富
生
専
務
）。

　
大
山
家
、
ア
イ
リ
ス
は
か
く
あ
る
べ

し
、
と
い
う
深
い
テ
ー
マ
を
論
じ
て
い

る
の
か
と
思
い
き
や
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
取
締
役
会
は
案
件
を
決
め

る
場
だ
が
、
一
方
の
昼
食
会
は
情
報
共

有
に
徹
す
る
。

　
昼
食
会
が
始
ま
っ
た
の
は
約
20
年
前
。

発
案
者
は
大
山
社
長
だ
。「
兄
弟
で
も
意

見
は
異
な
る
。
会
社
を
良
く
し
た
い
と

い
う
思
い
は
同
じ
で
も
、
立
場
が
違
う

　
「
三
役
昼
食
会
」と
呼
ぶ
前
ペ
ー
ジ
の

食
事
会
は
毎
週
月
曜
に
開
か
れ
る
。

　
場
所
は
、
宮
城
県
角
田
市
に
あ
る
ア

イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ（
以
下
ア
イ
リ
ス
）の

開
発
・
生
産
拠
点
の
一
室
。
メ
ン
バ
ー

は
大
山
4
兄
弟
、
そ
れ
に
7
月
か
ら
新

社
長
に
就
く
、大
山
社
長
の
長
男・晃あ

き
ひ
ろ弘

取
締
役
を
加
え
た
5
人
だ（
撮
影
時
は

五
男
の
秀
雄
氏
は
欠
席
）。

　
19
歳
の
と
き
に
父
を
病
で
失
っ
た
長

男
の
大
山
社
長
は
、
親
代
わ
り
と
な
り
、

弟
た
ち
を
育
て
上
げ
た
。
三
男
の
富と

み
お生

専
務
は
営
業
・
人
事
、
四
男
の
繁し

げ
お生
常

務
は
開
発
、
五
男
の
秀
雄
取
締
役
は
財

務
と
、
役
割
分
担
す
る（
5
人
兄
弟
だ

が
、
次
男
は
若
く
し
て
他
界
）。

　
各
部
門
の
責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

多
忙
な
兄
弟
が
、
取
締
役
会
と
は
別
に

毎
週
1
時
間
、
必
ず
集
ま
る
。
そ
こ
で

何
を
話
し
て
い
る
の
か
。

し
、
年
を
取
る
と
我
が
出
る（
笑
）。
そ

こ
で
、一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
よ
う
や
、と

持
ち
か
け
た
」

　
兄
弟
経
営
は
役
割
分
担
と
情
報
共
有

が
し
っ
か
り
で
き
て
い
れ
ば
強
い
力
を

生
む
が
、
互
い
の
不
信
が
募
る
と
経
営

の
根
幹
を
揺
る
が
す
。 

「
ち
ょ
っ
と
し

た
考
え
方
の
違
い
に
蓋ふ

た
を
す
れ
ば
、
次

第
に
ひ
ず
み
が
大
き
く
な
り
、
対
立
を

生
む
。
早
い
段
階
で
対
立
の
芽
を
摘
む

こ
と
が
大
事
」（
大
山
社
長
）。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
毎
週
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
に
、
そ
こ

ま
で
頻
繁
に
同
族
が
集
ま
る
例
は
少
な

い
だ
ろ
う
。
兄
弟
間
の
ル
ー
ル
は
特
に

な
い
と
い
う
が
、
唯
一
の
ル
ー
ル
が
こ

の
昼
食
会
へ
の
参
加
で
あ
る
。

潰
れ
な
い
た
め
の
仕
組
み

　
実
は
昼
食
会
に
限
ら
ず
、
情
報
共
有

に
対
す
る
大
山
社
長
の
力
の
入
れ
方
は

生
半
可
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
。
右
に
掲

げ
た
企
業
理
念
の
第
1
条
を
実
行
す
る

た
め
だ
。
か
つ
て
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
会

社
を
潰
し
か
け
た
経
験
か
ら
、
大
山
社

長
は「
企
業
永
続
」を
掲
げ
、「
い
か
な

る
時
代
環
境
に
お
い
て
も
利
益
を
出
せ

る
仕
組
み
を
確
立
す
る
」と
誓
っ
た
。

　
1
つ
、
2
つ
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
当
て

る
だ
け
な
ら
、
社
長
1
人
の
力
で
も
可

能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
利
益
を
出

し
続
け
る
た
め
に
は
、
社
長
の「
分
身
」

と
し
て
役
員
、
社
員
が
主
体
的
に
思
考

し
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
う
考

え
て
大
山
社
長
は
、
組
織
の
中
に
数
々

の「
情
報
共
有
の
仕
組
み
」を
埋
め
込
ん

だ
。
昼
食
会
は
そ
の
1
つ
で
あ
る
。

　
「
社
長
が
的
確
な
経
営
判
断
を
下
せ
る

の
は
、
決
し
て
社
長
が
優
秀
な
の
で
は

な
く
、
社
長
が
社
内
情
報
を
独
占
す
る

会
社
の
目
的
は
永
遠
に
存
続
す
る
こ
と
。

い
か
な
る
時
代
環
境
に
於
い
て
も

利
益
を
出
せ
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と

企
業
理
念
の
第
1
条
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立
場
に
あ
る
か
ら
だ
」と
大
山
社
長
は

よ
く
口
に
す
る
。
社
長
を
社
長
た
ら
し

め
る
も
の
は「
社
長
と
社
員
の
情
報
格

差
」と
い
う
指
摘
は
面
白
い
。

　
階
層
が
上
に
な
る
ほ
ど
、
多
く
の
情

報
、
重
要
な
情
報
が
集
ま
る
の
が
組
織

と
い
う
も
の
。
大
山
社
長
は
そ
こ
に
切

り
込
み
、
で
き
る
限
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
を
な
く
し
た
。
こ
の
開
発
に
ゴ

ー
サ
イ
ン
が
出
た
理
由
は
？ 

新
製
品

の
損
益
と
課
題
は
? 

他
部
署
は
何
を

考
え
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
？ 

ア
イ
リ
ス
で
は
、社
内
の
多
く
の

情
報
を
ほ
ぼ
全
員
が
、
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
主
な
仕
組
み
を
上
図
に
ま
と
め
た
。

L
E
D
照
明
な
ど
の
新
製
品
を
次
々
に

市
場
に
投
入
で
き
た
の
も
、
情
報
共
有

に
よ
る
も
の
だ
。
ア
イ
リ
ス
の
本
質
的

な
強
さ
は
情
報
共
有
力
に
あ
る
。

　
大
山
兄
弟
の
経
営
を
間
近
で
見
て
き

た
晃
弘
取
締
役
も「
仕
事
が
属
人
的
で

は
な
い
の
が
、
ア
イ
リ
ス
の
組
織
の
特

徴
」と
言
う
。
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
伸
び
て
き
た
会
社
と
見
ら
れ
が
ち
だ

が
、
違
う
。
仕
組
み
で
組
織
の
力
を
結

集
し
た
か
ら
、
一
介
の
町
工
場
が
5
0 

0
0
億
円
企
業
に
化
け
た
の
だ
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ア
イ
リ
ス
の「
仕

組
み
至
上
主
義
」を
詳
し
く
解
説
す
る
。

情報を皆で共有するのが、アイリスオーヤマの強さ

毎週月曜、大山社長と3人の弟、大山社長の長男の5人で昼食を
共にする。テーマは設けず、年下から順番に、1週間であった出来
事、その時々に考えていることなどを話していく

大山家が一枚岩になるための情報共有の場

三役昼食会

新製品をたくさん生み出す
ための情報共有の場

トップの思いを浸透させる
ための情報共有の場

ほぼ全社員がその日の行動や考えたことを
毎日記入し、全社員で共有する仕組み。開
発のタネも、ここから生まれることが多い

1 ICジャーナル
毎週月曜、全拠点をテレビ会議システムで
結んで大山社長がメッセージを伝える。内
容は年１回、朝礼集として製本する

1朝礼

毎週火・水曜の丸2日間、開発担当の大山
常務の下、プレゼン会議に諮る新規提案な
どを開発部門で徹底的に議論する

2開発週次ミーティング
新人研修は、社会人としての基本行動をで
きるまで教育。幹部研修は、管理職約600
人を大山社長自らが教育する

2研修

毎週月曜、丸1日をかけて、製造・設計・営
業・知的財産など、各部門の責任者が勢ぞ
ろいし、あらゆる開発案件を検討する

3プレゼン会議
経営陣は社員がどんな課題に直面し、どう
突破しているかが、手に取るように分かる。
きめ細かなアドバイスで社員を底上げする

3 ICジャーナル

詳しくは38ページへ 詳しくは44ページへ


